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　ドラゴンクエストというテレビゲー
ムをご存知でしょうか。簡潔にいうと、
魔王を倒すために勇者が冒険をする物
語です。ドラクエが好きな人は、ゲー
ムに出てくる呪文の名前、街や城の名
称をよく覚えています。しかし、学校
の「社会」の授業で習う国名、川、砂
漠、山脈の名称となると覚えられませ
ん。その理由はアウトプットの量が全
然違うためです。
　休み明けになれば、攻略法を聞きた
くてゲームを先まで進めている者の周
りに人が集まります。そこで話し手と
聞き手の間に自然とアウトプットの機
会が生まれ、色々な名称が記憶される
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わけです。
　ゲームも学習も脳の働きは同じで
す。人に伝えたいという明確な理由が
脳を活性化します。また、人に伝える
ためには自分がまず内容を把握しなけ
ればいけません。これが理解であり、
長期記憶の礎になります。
　ゲーム内のダンジョンには様々な罠
があります。例えば、ボタンを正しい
順番で押さねば次に進むための扉が開
きません。これを現実の世界にも取り
入れてみましょう。覚えるべき必要事
項の穴埋め表をトイレの前に貼り、毎
度それに解答せねば入室できないよう
にすると、きっと忘れないでしょう。
これを陳述記憶といいます。
　ゲームには様々なモンスターが出現
します。木属性モンスターは火に弱い、

金属性モンスターは雷に弱いという相
性があります。因果関係を考えて弱点
を見抜くのですが、これは考える力の
養成に繋がります。これを連想結合法
といいます。
　脳は重要ではないと判断した情報を
整理し排除します。長期記憶を形成す
るには、陳述記憶を毎日積み重ねたり、
連想結合法で脳に強いインパクトを与
えたりすることも有効です。
　ゲームの楽しさの一つは、自分の成
長を実感できることです。戦闘を繰り
返してレベルが上がれば、最初は倒せ
なかった強いモンスターを倒せるよう
になります。演習という戦闘を繰り返
し、テスト等の結果で喜びを実感でき
るよう、記憶術を駆使し自分の成長を
楽しんでください。
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ドラクエに学ぶ記憶術
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　骨太方針では、薬剤師関連の政策として、
患者本位の医薬分業の実現に向け、かかり
つけ薬剤師・薬局が服薬情報の一元的・継
続的な把握などの機能を果たす取り組みを
進め、薬局で活用できる電子版お薬手帳な
どＩＣＴによる情報共有を推進する方針を
示した。
　薬局の収入に直結する調剤報酬について
も言及。薬の調製などの対物業務に関する
評価を引き下げると共に、在宅訪問や残薬
解消などの対人業務を重視した評価につい
て、薬局の機能分化のあり方を含め検討す
るとした。
　また、敷地内薬局や門前薬局など、様々
な形態の保険薬局が実際に果たしている機
能を精査し、それに応じた評価をさらに進

める方針を提示。薬剤の適正使用に向け、
医師の指示に基づくリフィル処方の推進も
明記。セルフメディケーションを進め、地
域住民に身近な存在の健康サポート薬局の
取り組み促進も打ち出した。
　一方、薬価制度の抜本改革に向けた取り
組みも記載。新薬創出等加算について、革
新性の高い薬に対象を絞ると共に、費用対
効果評価に反映した価格体系を構築する方
針を提示。さらに、画期性、有用性に応じ
てメリハリのある薬価を設定し、類似薬と
比べて画期性や有用性が乏しい「改良新薬」
の薬価はより引き下がる仕組みとし、特許
が切れた長期収載品の薬価も一層の引き下
げを行う方針を明記した。
　後発品については、価格帯の集約化を検
討するとした。素案段階で盛り込まれてい
た後発品薬価を超える部分の先発品薬価に
ついて原則自己負担とする参照価格制度を
検討し、年末までに結論を得るとの記載は
削除された。

　新潟薬科大学は、2019年４月に長
野県上田市で計画していた「長野薬学
部（仮称）」の開設を断念した。6月
に入り、上田市から「現状では設置計
画に対する財政支援が困難」といった
説明があったことを受け、同大学は教
育研究評議会を開催。長野薬学部設置
計画について、「地元からの財政支援
の見通しが立たないことから、計画を
これ以上進めない」方針を決めた。薬
学部“空白区”の長野県で大きな騒動と
なった新設薬学部問題は、白紙撤回で
決着した。
　薬学部設置をめぐっては、同大が建
設に必要なコストを最大80億円と試
算し、長野県と上田市にそれぞれ25
億円の援助を要請していたが、長野県
薬剤師会など県内医療関係団体の理解
が十分に得られず、県からの財政支援
を受けることが難しい状況になってい
た。それでも同大は、地元のニーズは

あるとして状況の打開を模索してきた
が、長野県が財政支援の条件としてい
る「県内医療関係３団体の賛同」が得
られなかったことが決定打となった。
　県は、薬学部設置計画について財政
支援を行うに当たり、県の医師会、歯
科医師会、薬剤師会から理解を得るこ
とが欠かせないとの立場。ところが、
三師会は、地方の私立薬科大学で定員
割れが相次いでいることなど「複数の
不安要素があり、慎重にならざるを得
ない」（長野県薬）との理由から「現
時点では賛成しかねる」との意向を表
明した。
　これにより、県は大学側から要請の
あった財政支援を見送ることを決断。
大学側を後押ししていた上田市も県か
らの財政支援を得ることが難しくなっ
たことから、関係団体の賛同が得られ
ておらず、環境が整っていないことを
理由に支援を断念することになった。
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